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研究概要
現在、新型ウイルス COVID-19 による世界的な感染拡大が大きな社会問題となっている。その一つの課題として、病院や

軽症者滞在施設（ホテル）等で診察時に医師・看護師が感染者と物理的接触することによる二次感染があげられている。そ

こで本研究では、この二次感染を極力回避する絆創膏型のウェアラブルセンサシートの開発を実施する。これにより中症状

以下の患者に本ウェアラブル機器を装着してもらい、患者のバイタルや身体の状態を遠隔で簡易に記録することで物理的接

触による診察の機会を低減させる。さらに必要に応じてアラームを出すフィードバック制御型システムの開発とセンサシートと

の融合により、より安全で安心な生活及び療養を可能とする。もしこのような機器が早期実現できれば、患者と医療従事者

が直接接触することなく多くの患者モニタリングが可能となり、二次感染の抑制が期待できる。また常時見守りにより患者の

不安要因を軽減でき、それに加えて医師・看護師の負担軽減が見込める。もしCOVID-19 が早い段階で終息したとしても、様々

なウイルスによる感染症のリスクは今後も途絶えることがなく、その需要は非常に大きいと期待できる。
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